
契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

工 事 の 名 称

工 事 場 所

工 事 種 別

工 期 （ 自 ）

工 期 （ 至 ）

変更前の契約金額
（ 税 込 ）

\796,620,000.-

変更金額（税込） \24,794,000.-

変更後の契約金額
（ 税 込 ）

\821,414,000.-

令和6年6月18日

令和7年2月28日

変 更 理 由

別添変更理由書のとおり

広島市中区上八丁堀３番６号

広島港出島地区岸壁（-12m）築造工事（その4）

広島県広島市南区出島３丁目地先

港湾土木工事

工 事 概 要

（変更した内容）

別添工事数量総括表のとおり

（変更２回、最終）契約変更の内容

令和7年2月26日

契 約 業 者 名
あおみ建設株式会社　中国支店



工事数量総括表
港湾整備

岸壁

岸壁（-12m）

基礎工

基礎捨石工

基礎捨石投入 10～200kg/個

捨石本均し ±5cm（機械）

撤去工

雑石撤去 10～200kg/個 雑石

本体工（ブロック式）

本体ブロック据付工

L型ブロック据付 181t/函(typeA) 支給材料

作業用足場　1式

敷砂撤去・処分 t=2.6cm A=661.5m2 L型ブロック製作ヤード(1)

共通仮設

共通仮設費

回航・えい航費

回航 起重機船

回航 捨石均し船

えい航 起重機船

えい航 台船

えい航 ガットバージ

事業損失防止施設費

汚濁防止枠 14m×14m 膜処分

安全費

安全対策 安全監視船

標識 式

1

26,363 1,610

26 26

0 3,029 3,029

0

27,973 

1 

1

1 1

0 1 1

1 

1 

1 

1 

1 

工 事 名 広島港出島地区岸壁（-12m）築造工事（その4）（変更2回）

数量増△減工事区分・工種・種別・細別 規　　　　格 数量(前回) 数量(今回)

事業区分

工事区分

摘　　　　要単 位

26 

11 

1 1

1 1

1 1

1 

函

m3

m3

m2

式

式

式

式

式

式

式

式

1 1 1

1 

原契約のとおり

原契約のとおり



工事数量総括表
港湾整備

岸壁
工 事 名 広島港出島地区岸壁（-12m）築造工事（その4）（変更2回）

数量増△減工事区分・工種・種別・細別 規　　　　格 数量(前回) 数量(今回)

事業区分

工事区分

摘　　　　要単 位

技術管理費

技術管理 遠隔臨場

水雷・傷害等保険料

水雷保険料 ガットバージ（雑石撤去）

現場環境改善

現場環境改善 快適トイレ

ICT基礎工

ICT基礎工

1 1 1

0 1 1

0 1 1

式 0 1 1

式

式

式

原契約のとおり

原契約のとおり



１． 広島港出島地区岸壁(-12m)築造工事(その4)

２． 令和６年６月１８日～令和７年２月２８日

３． 請負金額 ５８４，４３０，０００円（当初）
７９６，６２０，０００円（変更１回）

４． 変更理由

1) 共通仮設費：間接工事費等諸経費動向調査の追加

2) その他：CCUS活用に係る費用の計上

3) 本体工（ブロック式）：L型ブロック積出に係るオイルフェンスの移設・復旧追加

4) 本体工（ブロック式）：底面工撤去の追加

5) 基礎工：基礎捨石の数量変更

6) 共通仮設費：施工実態調査の追加

7) 本体工（ブロック式）：作業用足場の追加

（別紙）

変  更  理  由  書

　令和６年度の間接工事費等諸経費動向調査の調査対象となったため追加す
る。

　特記仕様書７－４．（３）に基づき、L型ブロック吊上げ作業時に取り付けた作業
用足場について追加する。

　本工事のL型ブロック積出に支障をきたすため、管理者と協議の上、L型ブロッ
ク製作ヤード（２）の前面海域に設置してあるオイルフェンスの移設を行った。ま
た、積出完了後はオイルフェンスの復旧を行ったため、オイルフェンスの移設・
復旧を追加する。

　L型ブロック製作ヤード（１）において、当該L型ブロックの下に敷設していた砂
の撤去処分について、追加する。

　CCUSの活用を確認できたため、その費用を計上する。

　令和６年度の施工実態調査の対象工種が確定したため、調査対象項目を変
更する。

工 事 名

工 期

  本工事は、広島港出島地区岸壁(-12m)の基礎工及び本体工（ブロック式）を施工
するものであるが、今般、以下の理由により設計図書を変更する必要が生じた。

　起工測量の結果、設計図書と起工測量の深浅値に相違が判明したため、基
礎捨石の数量を変更する。



8) 本体工（ブロック式）：L型ブロック据付時のアンカー設置・撤去追加

9) 共通仮設費：起重機船回航・えい航（往復）の変更について

10) 本体工（ブロック式）：起重機船えい航時の航行安全対策の追加

11) 本体工（ブロック式）：L型ブロックの艤装の追加

12) その他：L型ブロック据付出来形管理の測定密度変更

13) 共通仮設費：灯浮標・標識灯の維持管理日数変更

14) 共通仮設費：捨石均し船回航費（復路）の変更

15) 共通仮設費：遠隔臨場に係る費用の計上

16) 共通仮設費：快適トイレに要する費用の計上

17) その他：諸経費検証モデル工事にかかる割増を考慮した現場管理費の適用

18) 共通仮設費：汚濁防止膜の処分の追加

19) その他：熱中症補正率の変更

　工期延伸や一時中止に伴い、真夏日の日数に変更が生じたため変更する。

　汚濁防止枠用膜の処分が確認できたため、特記仕様書７-５．（９）に基づき処
分費を追加する。

　L型ブロックの台船輸送時の転倒、損傷防止のためL型ブロックの艤装につい
て追加する。

　現地条件に基づき、L型ブロック据付出来形管理の測定密度変更する。

　工事区域を示す灯浮標・標識灯について、本工事の施工が完了し、次工事へ
の引継ぎ日が確定したため管理日数を変更する。

　遠隔臨場を実施したことから、その費用を計上する。

　快適トイレの設置を確認したため、その費用を計上する。

　「諸経費検証モデル工事」実施要領に定める全ての評価条件の履行を確認で
きたため、割増を考慮した現場管理費率を適用する。

　L型ブロック据付時の起重機船及び台船の係留のため、アンカー設置・撤去を
追加する。

　L型ブロック製作ヤード（１）で製作したL型ブロックの積出及び据付に使用した
起重機船の出港及び帰港地に変更があったため変更する。

　L型ブロック運搬の際のL型ブロック製作ヤード（１）から据付場所までの起重機
船えい航時には、航行安全対策のため引船を1隻追加する。

　日本海側の荒天により、捨石均し船が帰港途中での停泊を余儀なくされた。そ
の後も荒天が続き、冬季風浪解消までの期間、そのまま停泊することとなったた
め、帰港地を変更する。


